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y = −7x+ 20
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(i) x > 0 における

f ′(x) = x2 log x = 0

の解は x = 1である。よって増減表は
x · · · 1 · · ·

f ′(x) − 0 +
f(x) ↘ 極小 ↗

となり，f(x)は x = 1で極小となる。

次に f(x)を求める。

f(x) =

∫
x2 log x dx

=
x3

3
log x−

∫
x2

3
dx

=
x3

3
log x− x3

9
+ C

となる。ただしCは積分定数である。f(e2) = 0 より,

C = − 5

9
e6

となる。よって

f(x) =
x3

3
log x− x3

9
− 5

9
e6

以上から，x = 1のとき極小値− 5

9
e6 − 1

9
をとる。
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(ii) x > 0 において

f ′′(x) = 2x log x+ x = x(2 log x+ 1) = 0

の解は x = e−
1
2 である。増減表

x · · · e−
1
2 · · ·

f ′′(x) − 0 +

より,
(
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1
2 , f

(
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1
2

))
は変曲点である。
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より, 変曲点は
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1
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)
である．
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y = f(x)
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